
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 19 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：12501 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2008～2010   

課題番号：20320115 

研究課題名（和文） 新自由主義の歴史的展開に関する比較史的考察 

                     

研究課題名（英文）Comparative Studies on the Historical Development of Neoliberalism

 

研究代表者  

小沢 弘明（OZAWA HIROAKI） 

千葉大学･普遍教育センター･教授 

研究者番号：20211823 

研究成果の概要（和文）： 
本研究は、歴史学の立場から新自由主義時代を把握し、新自由主義の同時代史的分析にとど

まらず、古典的自由主義時代からの連続面と断絶面の双方を明らかにした。また、新自由主義
の世界史を構想するさいの方法として、新帝国主義という視角を検証し、それが構造化の特徴
を把握するさいに有効であることを確認した。また、社会史研究、ファシズム研究の方法を新
自由主義の研究に応用する視点を確立した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We were engaged in not only investigating the contemporary history of neoliberalism, 
but also analyzing the historical continuity and discontinuity from the age of classical 
neoliberalism. We insisted on the importance of introducing the concept of neo-imperialism 
into the study of world history of neoliberalism. Historical methodologies, such as social 
history and comparative fascism, are effective for the detailed study of neoliberalism. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)新自由主義の世界史に関する分析は、世

界的に見ればマクロの分析を行う地理
学、ミクロの分析を行う人類学という学
問分野によって担われてきた。 

(2)歴史学の分野では新自由主義時代という
把握は生まれつつあったが、新自由主義
の時代像(古典的自由主義の時代からの
連続と断絶)を明確にしたものは少なか
った。 

(3)また、研究方法(新自由主義時代を歴史的
に分析する方法)面でも未開拓の分野が

多く存在した。 
２．研究の目的 
(1)本研究では、時間軸の観点からは、18 世

紀末からの世界史の展開を古典的自由
主義の時代、社会的自由主義(介入的自由
主義)の時代、新自由主義時代の継起的展
開ととらえ、特に三者の連続面を把握す
ることを目的とした。 

(2)空間軸の観点では、古典的自由主義の時
代の自由貿易帝国主義、社会的自由主義
の時代の古典的帝国主義、新自由主義時
代の新帝国主義という対応関係から、世



界の構造化の歴史的変容を把握するこ
とを目的とした。 

 
３．研究の方法 
(1)マクロ分析では、自由貿易帝国主義と古

典的帝国主義についての研究蓄積を踏
まえ、新たに新帝国主義という分析視角
を確立し、その方法を使って「周縁」諸
地域を分析した。 

(2)ミクロ分析では、地域における社会変動
を生活世界の視点から再構成するため、
社会史の研究手法の応用につとめた。 

(3)新自由主義の世界化の要因のひとつを、
その同意調達機能に求め、それを分析す
る方法として、ファシズム論の応用を試
みた。新自由主義の分析には、特にフー
コーの権力論やグラムスのヘゲモニー
論に注目が集まっていることを考慮に
入れ、その歴史研究への導入の可能性を
検討した。 

 
４．研究成果 
(1)新自由主義時代を同時代史として分析す

るために、新自由主義の思想 (1930～
1940 年代)・運動(1940 年代～1970 年
代)・体制(1970 年代～現在)を歴史的に
捉える視点を確立した。亡命期の思想と
モン＝ペルラン協会の設立、第二次世界
大戦後のシンクタンクの運動に注目し
た。 

(2)新自由主義時代を広く、古典的自由主義
の時代からの連続面で把握するさいの
視点として、自由主義の排他性、女性の
周縁化、国民主義との相補性、帝国的自
由主義などの分析視角を確立した。 

(3)歴史的な社会運動の意義と限界を把握す
るなかで、とくに反自由主義の諸運動を
取り上げ、それと現代の反グローバリズ
ム、反新自由主義の運動との歴史的照応
関係を把握した。 

(4)歴史学の方法による新自由主義の分析視
角をもとにして、世界史把握の方法、「韓
国併合」百年と歴史認識の方法、新帝国
主義時代の植民地研究の特徴、中東・北
アフリカの社会変動と新自由主義との
関係、多文化主義政策と新自由主義など
についての論考を発表した。 

(5)新自由主義という歴史的時代をもたらし
た資本主義の構造転換を産業資本主義
から知識資本主義(情報資本主義)への転
換と捉え、大学や高等教育の変容の背景
にある知識資本主義の特徴を明らかに
した。 

(6)新自由主義の主題に関連する図書、論
文、映像資料の書誌をデータ化し、ウェ
ブ上で公開した。 

(7)社会貢献の一環として、千葉大学、東
京外国語大学、カナダ大使館で新自由主
義に関連する映像資料の上映と解説を
主催し、質疑応答を行った。 
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